
議会改革だより
参議院議員通常選挙の投票日は７月11日
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燃料電池・電気自動車に乗ってみませんか
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魅力と活気にあふれるまちづくり
中心市街地活性化への取組み
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ふるさと納税で
飛驒高山を
応援してください
いただいた寄附金は、
魅力ある高山のまちづくりに
活かします。
（問合先 企画課　35-3131）

高山市・デンバー市
姉妹都市提携50周年記念ロゴマーク

清流が つなぐ未来の 海づくり
全国豊かな海づくり大会サテライト事業で
庄川にヤマメの稚魚を放流　　　　　　　

（６月12日撮影・荘川地域）

平成22年７月１日発行　毎月１日・15日発行
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に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
に

住
み
続
け
た
い

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
に

住
み
続
け
た
い

高
山
の
ま
ち
な
か
の
魅
力
、そ
れ
は「
４
０
０
年
の
歴
史
か
ら
な
る
通
り
の
文
化
」と「
四
季
折
々
の
日
々

の
暮
ら
し
の
文
化
」と
い
え
ま
す
。し
か
し
、年
間
４
０
０
万
人
を
超
え
る
人
々
が
訪
れ
る
に
ぎ
わ
い
の
中

で
も
、ま
ち
な
か
は
将
来
が
危
惧
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。市
で
は
、魅
力
あ
る
中
心
市
街
地
を
次
代
に

継
承
す
る
た
め
に
、元
気
を
再
生
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

飛
驒
地
方
の

政
治
・
経
済
の
中
心

高
山
市
の
中
心
市
街
地
は
、近
世
か

ら
現
在
に
わ
た
り
飛
驒
地
方
の
政
治
、

経
済
、文
化
、交
通
の
中
心
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、城
下
町
と
し
て
、数
多
く
の
歴

史
文
化
資
源
が
残
っ
て
お
り
、観
光
地

と
し
て
の
経
済
活
動
拠
点
と
な
っ
て
い

ま
す
。

金
森
氏
が
築
い
た

高
山
の
町
の
基
礎

高
山
の
町
の
成
り
立
ち
は
、戦
国
大

名
・金か
な

森も
り

長な
が

近ち
か

の
飛
驒
入
国
に
始
ま
り

ま
す
。越
前
大
野（
福
井
県
大
野
市
）城

主
で
あ
っ
た
金
森
長
近
が
、天
正
13
年

（
１
５
８
５
年
）に
豊と
よ
臣と
み
秀ひ
で
吉よ
し
の
命め
い
を
受

け
て
三み
つ
木き

氏
を
攻
略
し
、飛
驒
を
平
定
。

翌
年
飛
驒
国
３
万
８
千
石
の
国
主
と
し

て
入
国
し
、居
城
の
建
設
と
城
下
町
の

整
備
を
進
め
、城
を
囲
む
高
台
を
武
家

屋
敷
、一
段
低
い
と
こ
ろ
を
町
人
の
町

（
現
在
の
｢古
い
町
並
｣）と
し
、東
側
の

山
す
そ
に
は
数
々
の
寺
社
を
移
築
・建

立
し
ま
し
た
。

ま
た
、城
下
町
の
中
に
は
東
西
南
北

の
街
道
が
引
き
込
ま
れ
、飛
驒
に
お
け

る
政
治
、経
済
の
中
心
と
し
て
の
機
能

を
持
た
せ
て
い
ま
し
た
。こ
う
し
た
金

森
氏
の
取
組
み
に
よ
り
、現
在
に
至
る

高
山
の
町
の
基
礎
が
で
き
あ
が
っ
た
の

で
す
。

元
禄
５
年（
１
６
９
２
年
）か
ら
飛
驒

は
江
戸
幕
府
の
直
轄
地
と
な
り
、高
山

に
は
代
官
所（
陣
屋
）が
置
か
れ
ま
し

た
。武
家
屋
敷
や
城
郭
じ
ょ
う
か
くは
石
垣
に
至
る

高山の中心部へとつながっている歴史街道 金森氏六代頼
より

旹
とき

の頃の高山の地割
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魅力と活気にあふれるまちづくり
中心市街地活性化への取組み特集

昭和30年代の
鍛冶橋付近

今を生きる私たちが伝
えていかなければ先人
から守られてきた文化
は未来へ受け継がれる
ことはないでしょう

ま
で
破
却
さ
れ
ま
し
た
が
、東
山
寺
院

群
、商
人
町
、街
道
は
そ
の
ま
ま
残
さ

れ
、そ
の
後
も
旦だ
ん

那な

衆し
ゅ
うと
呼
ば
れ
る
商

人
を
中
心
に
発
展
を
遂
げ
、現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

今
も
城
下
町
の
地
割
や
道
路
は
、ほ

ぼ
４
０
０
年
前
の
ま
ま
の
形
で
残
っ
て

い
ま
す
。

貴
重
な
財
産
の

「
高
山
祭
」の
維
持
も
困
難
に
!?

こ
う
し
た
歴
史
や
文
化
を
併
せ
持
つ

高
山
の
中
心
市
街
地
が
、将
来
を
非
常

に
憂ゆ
う
り
ょ
す
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

中
心
市
街
地
の
人
口
は
10
年
前
に
比

べ
約
３
０
０
０
人
、15
％
も
減
少（
市
全

体
で
は
３
％
減
少
）。こ
の
数
字
は
、市

町
村
合
併
前
の
宮
村（
２
６
５
９
人
）の

人
口
以
上
の
人
が
高
山
市
の
中
心
部
か

ら
い
な
く
な
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

人
口
の
減
少
に
伴
い
、一
戸
建
て
空
き

家
は
約
１
７
０
戸
、集
合
住
宅
で
は
約

４
５
０
戸
が
空
き
室
と
な
っ
て
い
ま

す
。主

な
原
因
に
は
、車
社
会
の
進
展
や

核
家
族
化
な
ど
生
活
様
式
の
多
様
化
に

よ
り
、郊
外
へ
と
転
出
が
進
ん
だ
こ
と

が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、こ
れ
に
さ

ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
の
が
急
速
な

高
齢
化
で
す
。市
全
体
の
高
齢
化
率
が

約
26
％
で
あ
る
の
に
対
し
、中
心
市
街

地
の
そ
れ
は
35
％
と
大
き
く
上
回
る
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。今
後
、高
齢
者
世

帯
や
単
身
高
齢
者
世
帯
の
増
加
が
予
想

さ
れ
、町
内
会
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
が
で
き
る
の
か
、さ
ら
に
は
貴
重

な
財
産
で
あ
る「
高
山
祭
」の
維
持
が
で

き
な
く
な
る
恐
れ
す
ら
あ
り
ま
す
。

一
方
、中
心
市
街
地
の
商
業
分
野
も
、

空
き
店
舗
は
最
近
５
年
余
り
で
約
１
０

０
店
舗
か
ら
約
２
０
０
店
舗
に
倍
増
。

従
業
者
数
、年
間
商
品
販
売
額
と
も
に

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
に
ぎ
わ
い
の

影
で
、ま
ち
な
か
は
疲
弊
し
て
き
て
お

り
、町
並
景
観
の
崩
壊
や
、産
業
の
衰
退

な
ど
市
民
生
活
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
の
な
い
よ
う
活
性
化
に
向
け
て
の

取
組
み
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　市全体人口　　　　中心市街地人口

●人口の推移
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●店舗の推移
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市では、中心市街地がそこに住む人のみならず市民全体にとって誇りを持てる地域であり続けられるよう「中心市街
地活性化基本計画」を策定しました。計画では、16プロジェクト・78事業を推進し、魅力と活気にあふれるまちづく
りを進めます。

楽しさと利便性が充実した「にぎわいのあるまち」
７ 駅周辺地区プロジェクト
・花里本母線、西之一色花岡線街路整備
・東口駅前広場、西口駅前広場整備
・駐車場整備
・自由通路整備
・駅舎整備
・交流施設整備
・高山駅周辺地区および駅西地区景観形成
８ 商店街魅力創出プロジェクト
・山桜神社周辺整備
・商店街リバーサイド修景事業
・商店街機能強化事業（アーケード、街路灯、ファサー
ド、駐車場などの整備）
９ 空き家・空き店舗活用プロジェクト
・来訪者まちかど案内事業
・チャレンジショップ事業
・ドリーミンショップ事業（起業家支援、市内各地域情
報発信、高校生ショップ体験など）
・まちの縁側創出事業
10 回遊性向上プロジェクト
・商店街リバーフロント整備
・案内施設等整備事業
11 夜の灯り景観プロジェクト
・営業時間延長、定休日、営業時間を表示の取組み
・シースルーシャッター設置、ショーウインドー化工
事の促進
・街路灯整備の促進
12 四季折々の風物詩、イベ
ントプロジェクト

・風物詩
・イベント

14 健康づくりプロジェクト
・健康増進施設整備事業
・地域医療拠点機能の維持
・休日診療所の運営
・高齢者健康づくり・介護予防支援事業
・健康づくり推進事業
・まち歩きのススメ
・銭湯でまちづくり
15 子どもにやさしいまちづくりプロジェクト
・地域、学校、保育園などが連携して育む子ども・子育て
・子育て支援拠点施設の整備
・病児保育事業
・児童遊園地管理事業
・家族みんなでまち歩き

16 協働によるまちづくりプロジェクト
・中心市街地活性化協議会の開催
・まちづくり会社によるまちづくりの推進
・市民協働によるまちづくり
・産学官協働によるまちづくり
・協働により取り組む活性化イベント

高山駅周辺の整備イメージ

リバーサイド修景

まちの縁側

手筒花火高山の風物詩「二十四日市」

市民協働による
まちづくりイベント

高校生によるまちづくり活動
「SMILE HOUSE山高望」

子育て支援拠点施設
「まちひとぷら座かんかこかん」
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魅力と活気にあふれるまちづくり
中心市街地活性化への取組み特集

「人が住み  人が訪れ
にぎわいとやさしさにあふれるまち『飛驒高山』」

中心市街地活性化基本計画の事業概要

美しさと快適性が調和した「住みやすいまち」

１ まちなか居住促進プロジェクト
・まちなか定住促進事業
・まちなか集合住宅建設促進事業
・まちなか居住推進パートナーシップ事業
・移住交流促進事業
・若者定住促進事業
・住宅改造等各種住宅建築支援
２ 町並景観プロジェクト
・歴史的町並保存事業
・歴史的町並再生無電柱化事業
・歴史的町並防災対策事業
・市街地景観保存区域保存事業
・世界文化遺産登録推進事業
３ 快適な生活環境プロジェクト
・道路施設バリアフリー整備事業
・流雪溝整備事業
・歴史的環境保全整備事業（横丁、スポッ
ト整備など）
・まちの庭創出事業
・景観創出活動推進事業（塀整備など）
・高山市の景観にふさわしい看板設置推進事業
・生けがき等設置推進事業
・緑地保全推進事業
・一般開放型民間施設整備事業（民間便所一般開放など）
・ポイ捨て等及び路上喫煙禁止条例の遵守
４ 地球にやさしいプロジェクト
・地産地消推進事業
・公共施設、商業施設、住宅などのエコ化
・自転車利用による移動の促進
・水と緑のネットワーク
５ 交通対策・移動空間プロジェクト
・高山駅周辺整備関連施設の移動円滑化の促進
・中心市街地における公共交通の利便性の向上
・渋滞緩和対策事業（まちなかへのアクセス道路整備）
・臨時駐車場対策事業（特定日シャトルバス運行）
・駐車場運営事業
・民間事業者のバリアフリーへの取組み促進
６ 適正な土地利用に関する取組み
・美しい景観と潤いのあるまちづくり条例の遵守
・準工業地域における特別用途地区の指定
・小売店舗の適正配置指針の見直し

13 文化の薫り育むプロジェクト
・文化財保護事業（春・秋の高山祭）
・城下町歴史的風致維持向上事業（旧矢嶋邸跡地
などの整備）
・図書館運営事業（市
図書館「煥章館」）
・市民文化会館運営
事業
・ふるさと伝承記録
整備事業
・歴史ボランティア
育成支援事業

ふれあいといきがいを大切にした
「やさしさにあふれるまち」

旧矢嶋邸跡地などの整備イメージ

町家

上三之町の歴史的な町並み

歩車共存道路の整備

潤いある景観をつくる
生けがき

市民のいこいの場に
なっている宮川河畔

特定日のシャトルバス
運行
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中心市街地
活性化基本計画
主要事業

住
み
や
す
さ
と
に
ぎ
わ
い

や
さ
し
さ
づ
く
り
の
取
組
み

●
ま
ち
な
か
居
住
促
進
事
業

ま
ち
な
か
へ
の

定
住
促
進
に
補
助

中
心
市
街
地
へ
の
定
住
を
促
進
す
る

た
め
、区
域
内
の
住
宅
の
新
築
・取
得
・

改
修
や
集
合
住
宅
な
ど
の
建
設・改
修
、

不
動
産
所
有
者
と
市
が
提
携
し
た
借
家

な
ど
へ
の
区
域
外
か
ら
の
入
居
者
に
助

成
し
、居
住
環
境
の
整
備
を
進
め
、中
心

市
街
地
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

持
家
住
宅
を
新
築
・取
得
・改
修
し
、５

年
以
上
継
続
居
住
す
る
場
合

補
助
対
象
経
費

市
内
業
者
と
契
約
し

た
新
築
、取
得
、改
修
費
用

補
助
金
額

補
助
対
象
経
費
の
１
／
２

以
内
で
限
度
額
１
０
０
万
円（
従
前
か

ら
居
住
し
て
い
る
場
合
は
限
度
額
30
万

円
）。

登
録
賃
貸
住
宅
に
入
居
す
る
場
合

補
助
対
象

経
費
賃
貸
住
宅
の
家
賃

補
助
金
額

家
賃
の
１
／
３
以
内
で
月

額
限
度
額
１
万
５
０
０
０
円（
最
大
３

年
）

賃
貸
住
宅（
集
合
住
宅
は
５
戸
以
上
）を

建
設・改
修
す
る
場
合

補
助
対
象
経
費

市
内
業
者
と
契
約
し

た
建
設・改
修
費
用

補
助
金
額

補
助
対
象
経
費
の
１
／
10

以
内
。集
合
住
宅
は
限
度
額
５
０
０
万

円（
一
戸
建
住
宅
は
限
度
額
１
０
０
万

円
）。

●
ま
ち
の
縁
側
創
出
事
業

ま
ち
な
か
の

多
世
代
交
流
の
場

空
き
家・空
き
店
舗
を
活
用
し
、誰
も

が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設「
ま
ち
の
縁
側
」を
桜
町
に
開
設
し

ま
し
た
。お
年
寄
り
や
子
育
て
親
子
な

ど
広
く
多
世
代
交
流
の
場
と
し
て
の
活

用
や
ま
ち
な
か
に
お
け
る
回
遊
性
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

●
駅
周
辺
地
区
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

高
山
駅
周
辺
に

総
合
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備

Ｊ
Ｒ
高
山
駅
周
辺
に
飛
驒
の
玄
関
口

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
拠
点
を
整
備
す
る

た
め
、都
市
計
画
道
路
や
駅
前
広
場
、健

康
増
進
機
能
を
持
つ
総
合
交
流
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
公
共
施
設
、商
業・業
務
施
設

な
ど
、良
好
な
住
環
境
づ
く
り
に
一
体

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
事
業

歴
史
・
文
化
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り

歴
史
・文
化
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
と
と
も
に
、古
い
町
並
と

東
山
寺
院
群
を
つ
な
ぐ
動
線
上
に
位
置

す
る
旧
矢
嶋
邸
の
復
原
的
な
整
備
や
寺

院
群
な
ど
を
巡
る
周
遊
ル
ー
ト
を
整
備

し
て
、歴
史
的
景
観
の
保
存
、活
用
を
進

め
ま
す
。

●
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー

ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手

ま
ち
の
元
気
印
。応
援
団

「
飛
驒
高
山
ま
ち
の
元
気
印
。応
援

団
」は
、魅
力
あ
る
中
心
市
街
地
の
維
持

と
活
性
化
を
図
る
た
め
、市
民
や
市
民

と
一
緒
に
ま
ち
を
盛
り
上
げ
た
い
お
店

や
団
体
な
ど
に
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て

い
た
だ
き
、協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
行
う
サ
ポ
ー
タ
ー
組
織
で
す
。

５
月
末
時
点
で
個
人
36
人
、団
体
32

団
体（
団
体
構
成
人
数
１
０
６
０
人
）の

方
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
合
先
中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
室

35-

３
４
２
６

市内周遊の拠点として整備が進む
旧矢嶋邸跡地等整備事業の完成イメージ

地域住民や来訪者が気軽に立ち寄れ
る｢お休み処　まちの縁側｣（桜町）。
今後も順次整備する予定です
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ぼくが住んでいる町内ではずっと昔から
やっている行事が２つあります。
１つは、２月の節分に豆まきをします。大
人の人たちが、鬼や七福神などに変装して
町内中の家を１軒１軒豆まきをして周りま
す。竹のぼうをたたきながら家に入ってく
る鬼は、小さいころはすごくこわかったで
す。
もう１つは、３月の春分の日にだんごま

きといって、町内のお母さんたちがだんご
を作ってくれます。町内にある公園のお地
蔵様の所にたくさんの子どもたちが来て、
だんごやおかしをもらって帰ります。
こういう行事は、町内の大人の人たちが
受け継いでやってくれているので、ぼくが
大人になってもやっていけるようにみんな
で大事にしていきたいです。

昨今の厳しい経済情勢、郊外大型店舗
の増加、経営者の高齢化、空き店舗などた
くさんの課題の中、私たちは皆様に愛さ
れる商店街を目指した取組みをしていま
す。昨年秋には外国人観光客への対応と
してヒアリング調査を実施。商店街を楽
しく散策でき見やすく使いやすい日英の
二カ国語対応の商店街広域マップや、マ
ップと連動したお店を見やすく探しやす
くしたホームページを開設しました。
今後も商店街、地域の発展のために知
恵を絞り、元気でにぎわいのある商店街
づくり、まちづくりができたらと考えて
います。｢住みやすくにぎわいとやさしさ
があふれるまち」を目指したこの計画に、
市民として大いに期待していますし、積
極的に協力したいと思っています。

私は、商業研究部で中心市街地の活性化や
地元経済の活性化も視野に入れて「まちづく
り研修室SMILE HOUSE山

やま

高
こう

望
ぼう

」の活動をし
てきました。
高山の歴史を振り返ると、何世代にもわた
り多くの文化を年輪のように蓄積しながら、
人とのつながりがつくられています。私たち
はこのような遺産を継承しつつも、高山らし
い若者の文化を形成しなければ、中心市街地
の再生は難しいように感じています。そのた
めには大学生や研究者、市民が交流できる
｢キャンパスプラザ京都｣のような若者が集
い活動ができる｢学び｣と｢実践｣の場などが
必要だと感じます。
これまでの活動は皆さんの支えのおかげ。
これからも多くの人々と連携を深め創造的
な活動をしていきたいと思っています。

魅力と活気にあふれるまちづくり
中心市街地活性化への取組み特集

●
受
け
継
ぐ
行
事
大
切
に
し
た
い

●
知
恵
絞
っ
て
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

●
高
山
ら
し
い
若
者
の
文
化
も
必
要

西小学校

大
おお

下
した

悠
ゆう

樹
き

さん
（七日町）

飛驒高山高校

坂
さか

本
もと

由
ゆ

実
み

夏
か

さん
（久々野町久々野）

市商店街振興組合連合会

原
はら

尚
なお

之
ゆき

さん
（末広町）

地域の元気が
まちづくりを支える
まちづくりを支えるのは、やっぱり地域の「元気」。住
む人が輝いてこそまちも輝きを増していきます。中心
市街地を活性化させる取組みは、まだ序章です。
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よ
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市
議
会
で
は
、昨
年
12
月
に

議
員
全
員
に
よ
る
議
会
改
革
等

に
関
す
る
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、時
代
が
求
め
る
高
山
市
議

会
の
あ
る
べ
き
姿
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
に
よ
り
、市
民
の
付

託
に
応
え
ら
れ
る
議
会
の
実
現

を
目
指
し
、３
月
末
ま
で
に
64

回
に
及
ぶ
会
議
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。

徹
底
し
た
議
論
の
末
、「
高
山

市
議
会
の
あ
る
べ
き
姿
」や「
基

本
理
念
」、「
議
会
の
活
動
原

則
」、「
議
員
の
責
務
及
び
活
動

原
則
｣、市
民
意
見
交
換
会
の
開

催
を
含
む「
委
員
会
活
動
を
中

心
と
し
た
政
策
形
成
サ
イ
ク

ル
」、「
広
報
広
聴
委
員
会
の
設

置
」、そ
し
て「
議
員
定
数
を
24

人
、選
挙
区
を
全
市
一
区
と
す

る
議
員
定
数
・選
挙
区
の
議
会

案
」な
ど
に
つ
い
て
合
意
し
、そ

の
結
果
を
３
月
定
例
会
で
報
告

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、４
月
か
ら
５
月
に

か
け
て
、市
内
19
会
場
で
市
民

意
見
交
換
会
を
開
催
し
、延
べ

８
９
２
人
の
方
々
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、市
議
会
の
あ
る
べ
き

姿
、基
本
理
念
、新
た
な
取
組

み
、議
員
定
数
と
選
挙
区
な
ど

に
つ
い
て
説
明
を
行
う
と
と
も

に
、市
政
全
般
に
わ
た
っ
て
多

く
の
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

特
に
、議
員
定
数・選
挙
区
の

議
会
案
に
つ
い
て
は
、議
員
の

数
が
減
る
と
地
域
の
声
が
届
か

な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い

っ
た
不
安
視
す
る
声
も
あ
り
、

委
員
会
の
最
終
議
論
で
は
、24

人
で
は
少
な
く
議
員
定
数
を
30

人
に
す
べ
き
と
い
う
意
見
も
出

さ
れ
ま
し
た
。

議
論
を
尽
く
し
た
結
果
、地

域
の
声
を
受
け
と
め
る
た
め
の

議
員
に
よ
る
相
談
窓
口
を
設
け

る
な
ど
、地
域
の
不
安
を
解
消

す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り

組
む
と
し
た
上
で
、議
員
定
数

を
現
在
の
36
人
か
ら
12
人
削
減

し
24
人
、選
挙
区
を
全
市
一
区

と
す
る
こ
と
に
最
終
決
定
し
、

６
月
定
例
会
の
最
終
日
に
結
果

を
報
告
し
ま
し
た
。

今
後
は
、「
議
会
基
本
条
例
の

制
定
」を
目
標
と
し
て
、「
議
会

広
報
紙
の
発
行
」、「
政
策
形
成

サ
イ
ク
ル
の
制
度
化
」と
い
っ

た
重
要
課
題
に
取
り
組
み
、さ

ら
な
る
議
会
改
革
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

問
合
先
議
会
事
務
局

35-

３
１
５
２

35-

３
１
７
０

FAX

gikai@city.takayama.lg.jp

議
会
改
革
だ
よ
り

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

議
員
定
数
は
24
人
、
選
挙
区
は
全
市
一
区
に
最
終
決
定

議論を尽くした特別委員会

各地域での意見交換会
（丹生川支所）

●
議
会
だ
よ
り

公
文
書
館
管
理
条
例
な
ど
を
可
決

６
月
７
日
に
開
会
し
た
第
３
回

高
山
市
議
会
定
例
会
が
23
日
閉
会

し
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、現
在
清
見

町
に
整
備
を
進
め
て
い
る
公
文
書

館
の
管
理
条
例
な
ど
市
長
か
ら
提

案
さ
れ
た
す
べ
て
の
案
件
が
い
ず

れ
も
承
認・可
決・同
意
さ
れ
る
と

と
も
に
、議
員
発
議
に
よ
る
意
見

書
３
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

○
主
な
成
立
案
件

条
例
案
件（
５
件
）

▽
８
月
に
清
見
町
に
開
設
予
定
の

公
文
書
館
の
管
理
条
例
の
制
定

▽
高
山
市
職
員
の
勤
務
時
間
等
に

関
す
る
条
例
及
び
高
山
市
職
員
の

育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
改
正

▽
雇
用
保
険
法
の
改
正
な
ど
に
伴

う
高
山
市
職
員
の
退
職
手
当
に
関

す
る
条
例
及
び
高
山
市
公
営
企
業

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
改
正

▽
国
民
健
康
保
険
の
基
礎
賦
課
限

度
額
の
改
正
や
失
業
者
の
保
険
料

軽
減
制
度
な
ど
を
新
設
す
る
条
例

改
正

▽
固
体
酸
化
物
型
燃
料
電
池
発
電

設
備
を
防
火
対
象
火
気
設
備
に
加

え
る
条
例
改
正

予
算
案
件（
１
件
）

▽
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
に

係
る
一
般
会
計
補
正
予
算

事
件
案
件（
４
件
）

▽
朝
日
町
と
下
切
町
の
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
２
台
の
購
入

▽
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
清

掃
工
場
制
御
系
設
備
更
新
工
事
請

負
契
約
の
締
結

▽
本
郷
小
学
校
屋
内
運
動
場
改
築

工
事
建
築
請
負
契
約
の
締
結

▽
宮
中
学
校
校
舎
及
び
屋
内
運
動

場
改
築
工
事
建
築
請
負
契
約
の
締

結人
事
案
件（
１
件
）

▽
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
に
森も
り

本も
と

喜き

久く

男お

さ
ん（
高
根
町
）を
推
薦

す
る
こ
と
へ
の
同
意

議
員
発
議（
３
件
）

▽
口
蹄
疫
対
策
の
強
化
・充
実
を

求
め
る
意
見
書

▽
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
及
び

特
定
失
踪
者
問
題
の
早
期
解
決
を

求
め
る
意
見
書

▽
療
養
病
床
再
編
計
画
の
期
限
延

長
と
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

問
合
先
議
会
事
務
局

35-

３
１
５
２
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求人情報や研修案内などを
お届けする－

保育現場と
人材の縁結び
保育士ねっと登録者募集

市
で
は
、保
育
所
に
勤
務
し

て
い
な
い
保
育
士
資
格
な
ど
を

有
す
る
方
に
市
内
の
保
育
関
係

の
求
人
情
報
や
研
修
案
内
な
ど

を
行
う「
保
育
士
ね
っ
と
」を
行

っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、「
保
育

の
人
材
を
探
し
て
い
る
現
場
」

と「
保
育
所
な
ど
で
働
き
た
い

方
」を
結
び
つ
け
る
役
割
を
担

う
も
の
で
す
。

保
育
士
な
ど
の
資
格
を
お
持

ち
の
方
で
、保
育
の
仕
事
か
ら

離
れ
た
方
や
子
育
て
が
ひ
と
段

落
し
て
ち

ょ
っ
と
時

間
が
で
き

た
方
な
ど

こ
の
機
会

に
登
録
し

て
み
ま
せ

ん
か
。問

合
先
子
育
て
支
援
課

35-

３
１
４
０

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
日
は
７
月
11
日

さ
あ
投
票

未
来
を
つ
く
る
意
思
表
示

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
、６

月
24
日
公
示
、７
月
11
日
投
票
の

日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。大
切
な
権

利
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
貴
重
な

１
票
を
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

●
投
票
で
き
る
方

①
平
成
２
年
７
月
12
日
以
前
に
生

ま
れ
、平
成
22
年
３
月
23
日
以
前

か
ら
引
き
続
き
高
山
市
内
に
住
民

登
録
し
て
い
る
方

②
高
山
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
て
、平
成
22
年
３
月
11

日
以
降
に
高
山
市
か
ら
転
出
し
、

他
の
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
な
い
方

※
平
成
22
年
３
月
24
日
以
降
に
高

山
市
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、そ
れ

ま
で
に
お
住
ま
い
の
市
町
村
の
選

挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

●
投
票
方
法

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、選

挙
区
選
挙
と
比
例
代
表
選
挙
の
２

票
制
で
行
わ
れ
ま
す
。

①
選
挙
区
選
挙（
岐
阜
県
選
挙
区

の
定
数
２
）

投
票
用
紙
に
は
、岐
阜
県
選
挙

区
に
立
候
補
し
た
候
補
者
の
中
か

ら
１
人
を
選
ん
で
、そ
の
候
補
者

名
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

②
比
例
代
表
選
挙（
定
数
48
）

比
例
代
表
選
挙
は「
非
拘
束
名

簿
式
」で
行
わ
れ
ま
す
。投
票
用
紙

に
は
、候
補
者
名
簿
に
登
載
さ
れ

て
い
る
候
補
者
名
ま
た
は
政
党
等

の
名
称
の
い
ず
れ
か
を
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。

●
投
票
時
間
・
投
票
所
・
入
場
券

投
票
時
間
や
投
票
所
は
、入
場

券
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。な
お
、

入
場
券
は
郵
送
し
ま
す
の
で
、７

月
２
日
㈮
ま
で
に
届
い
て
い
な
い

場
合
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
期
日
前
投
票
所

開
設
期
間
は
異
な
り
ま
す
が
、

市
内
の
ど
こ
の
期
日
前
投
票
所
で

も
投
票
で
き
ま
す
。

・
市
役
所
　
６
月
25
日
㈮
〜
７
日

10
日
㈯

・
各
支
所
　
７
月
４
日
㈰
〜
10
日

㈯※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
８
時

●
不
在
者
投
票

投
票
で
き
る
方

①
都
道
府
県
が
指
定
し
た
病
院
な

ど
に
入
院
中
で
、当
日
投
票
所
に

行
け
な
い
方

②
仕
事
な
ど
で
市
外
に
滞
在
中

で
、当
日
投
票
所
に
行
け
な
い
方

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

障
害
者
手
帳
や
介
護
保
険
証
を

お
持
ち
の
方
で
、要
件
に
該
当
す

る
方
は
、自
宅
で
の
投
票
が
で
き

ま
す
。ま
た
、郵
便
な
ど
に
よ
る
不

在
者
投
票
の
対
象
者
の
う
ち
自
分

で
記
載
で
き
な
い
方
は
、あ
ら
か

じ
め
届
け
出
た
代
理
人
が
記
載
で

き
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、こ
れ
ら
の
制
度
を
利
用

す
る
た
め
に
は
あ
ら
か
じ
め
手
続

き
が
必
要
で
す
。

・
投
票
用
紙
の
請
求

７
月
７
日
㈬
午
後
５
時
ま
で

に
、市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
ご
請

求
く
だ
さ
い
。

問
合
先
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

35-

４
０
１
２

新委員に川
かわ

上
かみ

実
みのる

さん就任
市選挙管理委員会委員の佐

さ

藤
とう

正
まさ

義
よし

さん（森下町１）が５月31日で
退職されたため、その後任として
川上実さん（天満町１）が就任しま
した。なお、任期は残任期間の平成
23年12月23日までです。

毎月28日は「岐阜県防災点検の日」です。災害への備えをチェックしましょう

選挙のめいすいくん
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第
４
次
行
革
で

身
の
丈
に
合
っ
た
体
制
へ

市
で
は
、「
や
さ
し
さ
と
活
力
に

あ
ふ
れ
る
ま
ち
飛
驒
高
山
」を
目

指
し
て
、平
成
17
年
度
に「
第
４
次

行
政
改
革
大
綱（
第
４
次
行
革
大

綱
）」を
策
定
し
て
以
来
、５
年
間

に
わ
た
り
全
庁
的
に
行
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

市
町
村
合
併
後
に
策
定
し
た
第

４
次
行
革
大
綱
で
は
、肥
大
化
し

た
行
財
政
基
盤
を
身
の
丈
に
合
っ

た
体
制
に
縮
減
す
る
こ
と
を
最
優

先
の
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。具
体
的
に
は
合
併
当
初

１
２
５
０
人
の
職
員
数
を
９
６
７

人
ま
で
削
減
す
る
な
ど
、５
年
間

で
１
２
０
の
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
項

目
に
つ
い
て
取
り
組
み
、総
額
で

約
87
億
円
の
節
減
効
果
に
つ
な
げ

ま
し
た
。

節
減
だ
け
で
は
な
い

行
政
改
革

た
だ
経
費
を
節
減
す
る
だ
け
が

行
政
改
革
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。節

減
し
て
生
み
出
さ
れ
た
貴
重
な
財

源
を
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た

め
に
有
効
活
用
す
る
こ
と
が
行
政

改
革
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

第
４
次
行
革
大
綱
を
推
進
す
る
間

に
も
子
育
て
支
援
や
医
療
体
制
の

行政改革。
第５次行革大綱が
スタート

行財政基盤の強化と
市民協働に重点

新たに策定した「高山市第５次行政改革大綱｣の取組
みが今年度からスタートしました。
今号では平成21年度に取り組んだ行政改革の実績
と、新たな大綱の初年度となる平成22年度の年次計
画についてお知らせします。

ピックアップ！21年度の取組み

㈳
高
山
青
年
会
議
所
と

市
若
手
職
員
の
協
働
政

策
発
表
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

公
民
館
・
図
書
館
な
ど
の

複
合
的
機
能
を
持
つ
国
府

支
所
庁
舎（
完
成
予
想
図
）

指
定
管
理
制
度
を
導
入

し
た
乗
鞍
山
麓
五
色
ヶ

原
の
森

（年度）

（人）

計283人純減

H17

H18

H19

H20

H21

H22

800 900 1,000 1,100 1,200 1,300

△100人

△94人

△42人

△30人

△17人

職員数の推移（人）

1,250

1,150

1,056

1,014

984

967

1,250

1,150

1,056

1,014

984

967

平成21年度の主な取組み
1　職員の改革
第３次人材育成基本方針の策定
国・県・他市などとの人事交流の促進（25人。観光庁、金沢
市、横浜市など新規派遣を実施）
人事評価の見直し（評定項目に「服務規律等の遵守」と「さわ
やかマニュアルの実践」を追加）
17人の職員および６人の嘱託職員を削減
時間外・休日勤務の縮減
2　組織・機構の改革
課題に対応するため組織の見直しを決定（地域政策課、医療
課、生活環境課の新設）
自主防災組織に対して防災意識の啓発と訓練実施
3　財政の改革
企業会計的手法による財政分析の導入（総務省方式改定モ
デルによる財務諸表の作成）
ふるさと納税の促進（寄附実績22件　276万８千円）
公共工事の計画、設計、手法の見直しによるコスト縮減。17
年度実績に対し3.5％のコストを縮減
収納率向上の取組み（市税98.00％　国民健康保険料95.15％）
4　事業の改革
給与関係業務、共済関係業務などの一部について委託化を決定
ごみ埋立業務委託化を決定
民間保育園との人事交流を実施（２人）
乗鞍山麓五色ヶ原の森の指定管理者制度導入を決定
７公園の指定管理者制度導入を決定
更新時期となる施設を含む102施設の指定管理者を決定
地方税ポータルシステム、エルタックス共同利用審査システムの導入
ホームページへの地図ＮＡＶＩ構築
公共交通総合連携計画の策定
自動起動防災ラジオ普及事業補助、緊急地震速報設備整備
事業補助の実施
支所、公民館、図書館機能をもつ国府支所の建設開始
第三次権限移譲事務への対応（33業務の移譲）
公用車の削減（10台削減）
上下水道料金の支払方法の見直し（振替命令による支払いに変更）
5　市民参画による改革
第七次総合計画ほか各種計画策定時における市民懇談会の
開催、市民意見募集制度の運用
市民と市長の語る会の開催（全支所地域）、市長面談日の実施等
㈳高山青年会議所と若手職員の協働政策発表プロジェクトの開催



高山市第５次行政改革大綱
【基本方針】

【基本目標】

高山市の持続的な発展を可能とする
市民連携と行財政基盤の強化

１．市民協働
　　の推進

２．組織力
　　の向上

３．経営の
　　効率化

４．財源の
　　確保

実施項目 平成22年度予定
情報提供の
充実
市民の声を
聴く機会の
充実
市民活動を
支える人材
の育成
市民活動の
紹介

メール配信の新コンテンツの拡充、「高山
市公文書館」の開館
公募の市民や㈳高山青年会議所、市職員と
の共同提言の実施、地域福祉計画等計画策
定時におけるワークショップの活用
ファシリテーター（市民参加型の会議などを
スムーズに調整する役割を負った人）研修の
開催、生涯学習講師の人材リストの構築
市民活動フォーラム（市民活動団体の活動
発表や情報交換の場）の拡大、市民活動団
体を紹介するホームページの充実

平成22年度の主な取組み予定
1　市民協働の推進

実施項目 平成22年度予定
接遇力の
強化
時代の変化
に対応する
職員の育成
派遣研修の
実施
多様な人材
の確保
事務処理の
効率化
電子市役所
の推進

新「さわやかマニュアル」の策定や窓口サー
ビス等市民満足度調査の実施、職員に加え、
臨時職員等を対象とした接遇研修の実施
コンピテンシー（高い業績を上げている職
員の行動特性）を活用した新たな勤務評価
制度の検討
新たにデンバー市、越前市、中部地方整備
局、地方公共団体金融機構への派遣実施
インターンシップの拡大、任用替試験の実施
臨時職員等の活用、会計事務・窓口業務の
効率化検討
レセプト・オンライン請求の拡大、文書管
理システムの導入準備

2　組織力の向上

実施項目 平成22年度予定
民間への委
託や移譲の
推進
指定管理者
制度の活用
既存事業の
見直し
行政コスト
の縮減
施設の有効
活用

学校図書司書業務の委託化や保育園の民
間移譲の検討など、各種業務や施設の委
託・移譲の検討
市営牧場や国府児童館など新たな指定管
理者制度導入の検討
第３次公共工事コスト縮減行動計画の取
り組み
公用車の削減

国府支所の複合化、旧教員住宅の活用

3　経営の効率化

実施項目 平成22年度予定
定員適正化
の推進
収納業務体
制の強化
地方債残高
の縮減

新たな退職勧奨制度の導入

コンビニ収納業務に向けた準備

地方債残高縮減目標49億円

4　財源の確保

11
2010.7.1

整
備
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
充

実
に
取
り
組
み
、市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
行
政
改
革
に
よ
っ
て
新

し
い
財
源
が
確
保
で
き
た
か
ら
こ

そ
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
も

い
え
ま
す
。

第
５
次
行
革
大
綱

今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

全
国
的
に
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
が
進
行
す
る
中
、少
子
化
対

策
、産
業
振
興
策
、移
住
促
進
策
な

ど
、地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

主
要
政
策
を
積
極
的
に
実
施
し
て

い
く
た
め
に
は
、職
員
一
人
ひ
と

り
の
資
質
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、効

率
的
な
組
織
編
成
な
ど
、さ
ら
な

る
行
政
基
盤
の
整
備
が
必
要
で

す
。ま

た
、市
町
村
合
併
の
特
例
で

現
在
は
保
障
さ
れ
て
い
る
地
方
交

付
税
も
平
成
27
年
度
か
ら
は
徐
々

に
削
減
さ
れ
る
こ
と
や
、国
や
県

の
補
助
金
な
ど
の
財
源
に
つ
い
て

も
今
後
減
少
す
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、健
全
で
持
続
可

能
な
財
政
基
盤
の
確
立
が
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
高
山
市
が
将
来
に
わ

た
っ
て
発
展
を
維
持
し
て
い
け
る

よ
う
さ
ら
な
る
行
政
改
革
を
進

め
、社
会
情
勢
の
変
化
や
課
題
に

対
応
で
き
る
行
財
政
基
盤
を
整
備

す
る
た
め
、平
成
26
年
度
ま
で
を

計
画
期
間
と
す
る
｢第
５
次
行
政

改
革
大
綱（
第
５
次
行
革
大
綱
）｣

を
新
た
に
策
定
し
ま
し
た
。

市
民
連
携
と

行
財
政
基
盤
の
強
化

第
５
次
行
革
大
綱
は
、｢市
民
連

携
｣と
｢行
財
政
基
盤
の
強
化
｣の

２
つ
を
大
き
な
柱
と
し
て
位
置
づ

け
、４
つ
の
基
本
目
標
を
定
め
て

具
体
的
な
施
策
を
進
め
て
い
き
ま

す
。特

に
市
民
と
行
政
の
役
割
を
見

直
し
、連
携
に
よ
る
｢市
民
協
働
」

の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
た

め
、市
民
と
の
情
報
共
有
や
市
民

の
声
を
反
映
す
る
仕
組
み
づ
く
り

を
推
進
。パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

構
築
な
ど
、市
民
の
み
な
さ
ん
の

主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画

を
促
進
し
ま
す
。

ま
た
、今
回
掲
げ
た
数
値
目
標

で
は
、現
在
９
６
７
人
の
職
員
数

を
５
年
間
で
17
％
削
減
し
て
８
０

０
人
と
す
る
こ
と
や
、地
方
債
残

高
を
平
成
21
年
度
末
見
込
み
の
９

３
２
億
円
か
ら
平
成
26
年
度
末
で

７
５
０
億
円
に
減
ら
す
こ
と
な
ど

を
目
指
し
ま
す
。今
後
も
市
民
の

み
な
さ
ん
の
理
解
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、全
庁
を
挙
げ
て
行
政
改
革

を
進
め
ま
す
。

な
お
、大
綱
の
詳
細
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、市
図
書
館「
煥
章
館
」、

総
務
課
な
ど
で
ご
覧
い
た
だ
け
る

ほ
か
、担
当
職
員
が
直
接
内
容
を

ご
説
明
す
る
｢出
前
講
座
｣も
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、ご
希
望
の
方
は

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
先
総
務
課

35-

３
１
３
３

今年度内容を見直す市
職員の接遇をまとめた
｢さわやかマニュア
ル｣。明るいお客様への
応対を目指します
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｢第
３
次
高
山
市
男
女
共
同
参

画
基
本
計
画
｣で
は
、重
要
施
策

の
一
つ
と
し
て
今
年
度
は「
ワ
ー

ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス（
仕
事
と

生
活
の
調
和
）」に
重
点
を
置
い

て
い
ま
す
。

な
ぜ
、い
ま
ワ
ー
ク
・ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
が
必
要
な
の
？

近
年
の「
働
く
こ
と
」を
取
り

巻
く
環
境
は「
働
き
た
い
の
に
働

く
場
が
な
い
」「
仕
事
が
忙
し
す

ぎ
て
生
活
に
豊
か
さ
が
実
感
で

き
な
い
」「
仕
事
と
育
児
、介
護
の

責
任
が
二
者
択
一
に
な
っ
て
い

る
」な
ど
大
変
厳
し
い
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
状
況
が

働
く
人
々
の
将
来
へ
の
不
安
、ひ

い
て
は
社
会
の
活
力
低
下
や
少

子
化
、人
口
減
少
を
引
き
起
こ
し

て
い
ま
す
。そ
れ
ら
を
解
決
す
る

取
組
み
が
、「
ワ
ー
ク
・ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
」の
実
現
で
す
。

仕
事
と
生
活
の
調
和
の
実
現

は
、私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
望
む

生
き
方
が
で
き
る
社
会
の
実
現

に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
で
す
。皆

さ
ん
も
自
ら
の
仕
事
と
生
活
の

調
和
の
あ
り
方
を
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

問
合
先
市
民
活
動
推
進
課

35-

３
４
１
２

｢共
同
参
画
社
会
｣の
実
現
を
目
指
し
て
―
第
３
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

仕
事
と
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ワーク・ライフ・バランスが
実現した社会とは…
国民一人ひとりがやりがいや充
実感を感じながら働き、仕事上の
責任を果たすとともに、家庭や地
域生活などにおいても、人生の各
段階に応じて多様な生き方が選
択・実現できる社会をいいます。

地球温暖化・省エネルギーへの理解を深めて
もらうため、燃料電池自動車や電気自動車など
最先端の環境技術に触れる機会の少ない市民
のみなさんを対象に、体験同乗会を行います。
○乗鞍スカイラインでの体験同乗会
期日 ７月10、13、14、17、18、20日
場所 乗鞍スカイライン（畳平駐車場）（試乗コ

ース１周約２km）
時間 午前10時～午後４時
対象 どなたでも（＊運転はできません）
定員 100人程度
参加料 無料
申込方法 直接会場へ
○市役所展示・体験同乗会
期日 ７月16日（金）
場所 市役所駐車場（試乗コース１周約0.8km）
時間 午前10時～午後４時
対象 どなたでも（＊運転はできません）
定員 100人程度
参加料 無料
申込方法 直接会場へ

問合先 地域政策課 　35-3524

燃料電池自動車

エコカーで
快適ドライブ
エコカーで
快適ドライブ

燃料電池・電気自動車に乗ってみませんか？

飛
驒
高
山
ブ
ラ
ン
ド
の
強
化
で

産
業
の
振
興
を
進
め
ま
す

地
域
資
源
や
も
て
な
し
の
心
は
大
切
な
財
産

高
山
市
産
業
振
興
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

長
引
く
景
気
の
低
迷
、国
際

的
な
経
済
競
争
の
激
化
に
加

え
、人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

の
進
行
な
ど
、市
内
の
産
業
や

労
働
環
境
を
取
り
巻
く
社
会
情

勢
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。そ

の
た
め
市
で
は
昨
年
６

月
、産
業
振
興
の
基
本
理
念
と

市
民
の
協
力
や
市・事
業
者・産

業
振
興
団
体
の
役
割
を
定
め
た

産
業
振
興
基
本
条
例
を
制
定
し

ま
し
た
。こ
の
条
例
の
趣
旨
を

具
現
化
し
、市
民
・事
業
者
・産

業
振
興
団
体
と
行
政
が
一
体
と

な
り
、観
光
産
業
、農
林
畜
産

業
、商
工
業
の
各
産
業
の
連
携

を
保
ち
な
が
ら
、高
山
市
の
豊

富
な
地
域
資
源
を
活
か
し
た
産

業
の
振
興
を
図
る
た
め
、「
高
山

市
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン（
平
成

18
年
３
月
策
定
）」の
見
直
し
を

行
い
、｢産
業
振
興
計
画
｣と
し

て
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、産
業
振
興
の

た
め
の
基
本
的
方
向
や
重
点
的

な
取
組
み
、計
画
推
進
の
た
め

の
役
割
分
担
と
連
携
を
示
す
も

の
で
す
。先
人
か
ら
受
け
継
が

れ
た
土
地
、自
然
、町
並
み
、歴

史
、伝
統
、文
化
な
ど
数
多
く
の

地
域
資
源
や
も
て
な
し
の
心
と

い
っ
た
財
産
を「
飛
驒
高
山
ブ

ラ
ン
ド
」と
し
て
位
置
付
け
、そ

の
強
化
を
図
る
こ
と
を
基
本
的

な
考
え
方
と
し
て
産
業
の
振
興

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

計
画
期
間
は
平
成
26
年
度
ま

で
の
５
年
間
で
、社
会
情
勢
の

変
化
な
ど
に
的
確
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
、必
要
に
応
じ
て
見

直
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、計
画
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、商
工
課
や
市
図
書
館「
煥

章
館
」で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

問
合
先
商
工
課

35-

３
１
４
４
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新
し
い
保
険
証
を

お
届
け
し
ま
す

現
在
お
使
い
の
保
険
証（
後
期

高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
）の
有

効
期
限
は
平
成
22
年
７
月
31
日

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、８
月
１

日
か
ら
は
７
月
中
に
お
届
け
す

る
新
し
い
保
険
証
を
ご
使
用
く

だ
さ
い（「
簡
易
書
留
郵
便
」で
お

届
け
し
ま
す
）。新
し
い
保
険
証

は
、現
在
の

う
す
い
緑
色

か

ら

う
す
い
紫
色

に
変
更
に

な
り
ま
す
。

平
成
22
年
度
保
険
料
額
が

決
定
し
ま
し
た

平
成
21
年
中
の
所
得
が
確
定

し
、平
成
22
年
度
の
保
険
料
が
決

ま
り
ま
し
た
の
で
、７
月
中
旬
に

「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決

定
通
知
書
」を
お
届
け
し
ま
す
。

保
険
料
額
や
お
支
払
い
の
方
法

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、ご

確
認
く
だ
さ
い（
６
月
以
降
に
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険

者
に
な
ら
れ
た
方
へ
は
、８
月
以

降
に
お
送
り
し
ま
す
）。

【
保
険
料
の
決
ま
り
方
】

保
険
料
は
、被
保
険
者
全
員
が

等
し
く
負
担
す
る「
均
等
割
額
」

と
被
保
険
者
の
所
得
に
応
じ
て

負
担
す
る「
所
得
割
額
」の
合
計

と
な
り
、個
人
ご
と
で
計
算
さ
れ

ま
す
。

【
保
険
料
の
軽
減
措
置
】

①
保
険
料
の
均
等
割
額
が
、世
帯

の
所
得
に
よ
っ
て
２
割
か
ら

９
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

②
所
得
割
額
を
負
担
す
る
方
の

う
ち
、基
礎
控
除
後
の
総
所
得

金
額
等
が
58
万
円
以
下
の
方

は
、所
得
割
額
が
一
律
５
割
軽

減
さ
れ
ま
す
。

③
被
用
者
保
険（
協
会
け
ん
ぽ
・

共
済
組
合
な
ど
）の
被
扶
養
者

で
あ
っ
た
方
は
、所
得
割
額
の

負
担
は
な
く
、均
等
割
額
が
９

割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
は
相
互
扶
助
の

大
切
な
財
源
で
す

保
険
料
額
決
定
通
知
書
に
納

付
書
が
同
封
さ
れ
て
い
た
方
は
、

納
期
限
ま
で
に
保
険
料
を
必
ず

お
納
め
く
だ
さ
い
。

ま
た
、年
金
天
引
き
に
よ
っ
て

保
険
料
を
納
め
て
い
る
方
は
、口

座
振
替
に
支
払
い
方
法
を
切
り

替
え
る
こ
と
が
可
能
で
す
。口
座

振
替
へ
の
変
更
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。も

し
、災
害
や
失
業
な
ど
に
よ

り
保
険
料
の
お
支
払
い
が
困
難

な
と
き
は
、お
早
め
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。問

合
先
市
民
課

35-

３
４
９
５

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

８
月
１
日
に

保
険
証
を
更
新
し
ま
す

うす紫色に変わる保険証

市
教
育
委
員
会
で
は
、国
民
読

書
年
で
あ
る
今
年
度
、子
ど
も
た

ち
の
｢生
き
る
力
｣を
身
に
つ
け
る

た
め
に
、『
図
書
館
を
使
っ
た
調
べ

る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
』を
開
催
し

ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
資
格

市
内
在
住・在
学
の

小
中
学
生

募
集
作
品

自
分
が
興
味
を
持

っ
た
テ
ー
マ
を
公
共
図
書
館
や

学
校
図
書
館
を
利
用
し
て
ま
と

め
た
作
品

募
集
期
間

８
月
26
日
㈭
〜
９

月
30
日
㈭

参
加
料

無
料

入
賞
者
発
表

平
成
22
年
10
月

＊
入
賞
作
品
は「
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
」に
出
品
し
ま
す
。

提
出
方
法

９
月
30
日
㈭
ま
で

に
学
校
を
通
じ
て
教
育
研
究
所

へ
提
出問

合
先
教
育
研
究
所

53-

２
３
６
８

図
書
館
を
使
っ
た

調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル

ねえ行った？
誰かが助かる献血に
７月は｢愛の血液助け合い運動｣月間
○献血キャンペーン
期日 ７月９日（金）
時間 午前９時～正午
場所 中橋公園（川原町）
献血された方先着50人に五大産地そう
めんが当たるスピードくじを行います。
○７月その他の献血日程

●
７
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
調
月
間
で
す

こ
の
運
動
は
、
全
て
の
国
民
が
犯
罪
の
予
防
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動

で
す
。
次
代
を
担
う
青
少
年
を
非
行
か
ら
守
り
、
犯
罪
や
非
行
に
陥
っ
た
人
た
ち
の
立

ち
直
り
を
助
け
る
た
め
、
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
高
山
保
護
区
保
護
司
会

問合先 福祉課 　35-3139

期日
5（月）

8（木）

9（金）

23（金）

市役所（花岡町2）
飛驒信用組合事務センター（石浦町7）
バロー高山店（岡本町３）
アピタ飛驒高山店（国府町金桶）
ナガイ給油所（久々野町大西）
高山消防署大野分署（久々野町久々野）
久々野支所（久々野町無数河）

13：00～16：00
9：00～12：00
13：30～16：00
14：00～16：00
9：00～  9：50
10：30～12：00
13：30～16：00

場　所時間

◎今月の人権標語　「みつめよう  自分の行動  考えよう  相手の気持ち」（宮小６年　古
ふる

田
た

聡
そう

） ※学校・学年は21年度



今
年
の
大
会
に
は
小
型
ポ
ン

プ
操
法
の
部
に
市
内
９
支
団
の

代
表
チ
ー
ム
が
出
場
。選
手
の

み
な
さ
ん
は
日
ご
ろ
の
訓
練
の

成
果
を
発
揮
し
、き
び
き
び
し

た
行
動
で
ホ
ー
ス
を
延
長
、放

水
後
火か

点て
ん

が
倒
れ
る
と
、会
場

か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
挙
が
っ

て
い
ま
し
た
。優
勝
チ
ー
ム
は
、

８
月
１
日
に
揖
斐
川
町
で
開
催

さ
れ
る
県
大
会
に
高
山
市
代
表

と
し
て
出
場
し
ま
す
。

ま
た
、大
会
に
先
立
っ
て
今

年
度
新
調
さ
れ
た
団
旗
と
支
団

旗
の
受
渡
し
式
が
行
わ
れ
、土

野
市
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ

れ
ま
し
た
。な
お
、大
会
の
成
績

は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝
　
丹
生
川
支
団

準
優
勝
　
荘
川
支
団

３
　
位
　
清
見
支
団

問
合
先
消
防
総
務
課

34-

３
７
９
２
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㈳
高
山
青
年
会
議
所（
高
山
Ｊ

Ｃ
）は
、市
と
㈶
民
間
都
市
開
発
推

進
機
構
の
助
成
も
得
て
、地
域
の

団
体
や
法
人
が
行
う
ま
ち
づ
く
り

を
応
援
し
て
い
ま
す
。

対
象
事
業
は
、ソ
フ
ト
部
門
と

し
て
青
少
年
育
成
や
ま
ち
お
こ
し

事
業
、ハ
ー
ド
部
門
と
し
て
観
光

振
興
や
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
４
分

野
。ソ
フ
ト
部
門
が
10
万
円
、ハ
ー

ド
部
門
が
１
０
０
万
円
を
最
高

に
、助
成
対
象
事
業
費
の
１
／
２

を
助
成
し
ま
す
。

●
募
集
説
明
会

７
月
７
日
㈬
、７
月
14
日
㈬（
午

後
１
時
、午
後
７
時
の
２
回
）

会
場

㈶
飛
驒
地
域
地
場
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー（
天
満
町
５
）

申
込
方
法

７
月
５
日
㈪
、７
月
12

日
㈪
ま
で
に

・

で
申
し
込
む

参
加
資
格

市
内
に
主
た
る
活
動

拠
点
が
あ
る
団
体（
財
団
法
人
、Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
、市
民
活
動
団
体
な
ど
）

●
助
成
申
請
締
切

８
月
31
日
㈫
ま
で
に
持
参
ま
た

は
郵
送（
書
留・簡
易
書
留
）

応
援
し
て
い
ま
す

地
域
協
働
の
ま
ち
づ
く
り《

第
２
回
助
成
対
象
事
業
》

★
特
定
非
営
利
活
動
法
人
あ
ん
き
や

（
し
ょ
う
が
い
ス
キ
ー
を
楽
し
む
会・10

万
円
）★
高
山
市
子
供
伝
承
芸
能
連
合

保
存
会（
高
山
市
子
供
伝
承
芸
能
連
合

保
存
会
40
周
年
記
念
ひ
だ
の
里
ま
つ

り
・10
万
円
）★
わ
ら
べ
う
た
の
会（
わ

ら
べ
う
た
の
講
習
会・４
万
６
千
円
）★

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ワ
イ・ア
イ・ケ

ー（
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
拠
点
施
設
整

備
、町
内
活
性
化
事
業・75
万
円
）

●対象 概ね30歳以上50歳以下の独身男性
概ね28歳以上50歳以下の独身女性

●講座 第１回 ７月28日（水）午後７時～９時
第２回 ７月30日（金）午後８時～９時
※いずれも男性が対象です。

●交流会　期日 ７月31日（土）午前３時～正午
場所 乗鞍山頂（畳平）

真夏の一日、専門ガイドと乗鞍山頂でご来光
を見た後、周辺をトレッキングするなど、参加者
全員が大自然の中で交流していただきます。
●定員 男女各12人（定員を超えた場合は抽選）
●参加費 男性 6,000円（セミナー代含む）

女性 5,000円
●申込方法 ７月15日（木）までに郵送・ ・

・ （住所、氏名、生年月日、連絡先を明記）
で申し込む
＊必ずご本人が申し込みください。
＊詳細は後日参加者に通知します。
＊飛驒地域以外から参加される女性には、宿泊費１万
円程度をお支払いします。
＊男性は講座（２回）と交流会に参加できる方のみ受
け付けします。

申　込
問合先

福祉課 　35-3139　FAX35-3165
fukushi@city.takayama.lg.jp

●結婚支援事業第２弾

大自然の中で交流
朝焼けの乗鞍山頂

独身者の出会いの機会を提供します

問
合
先

高
山
青
年
会
議
所

〒
５
０
６-

０
０
２
５

高
山
市
天
満
町
５-

１

　
32-

０
３
８
０

m
achitukuri@

takayam
a-jc.or.jp

高山ＪＣ
まちづくり基金
事業費助成

第６回高山市消防操法大会
消防技術の向上と士気の高揚を図り、迅速で
適切な消防活動を行うことを目的に、市消防
操法大会が６月20日、大八グラウンド（漆垣
内町）で開催されました。選手のみなさんは、
連日取り組んできた訓練の成果を発揮して
見事な消防操法を展開しました。

優
勝
し
た
丹
生
川
支
団
の

選
手
の
み
な
さ
ん

いざ誇れ
消防の意気
いざ誇れ
消防の意気



◎休日、夜間等の急病の場合、受診できる医療機関の問い合わせは、高山地域救急病院案内（　34―3799）へ

市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
　
35―

3
1
6
0
）

くらしと健康 問合先　健康推進課　　35-3160くらしと健康くらしと健康

健
　
康
　
の
　
相
　
談
　
と
　
診
　
療

健
　
康
　
の
　
相
　
談
　
と
　
診
　
療

相談名 対象となる方 期　日 受付時間 持ち物 場所

4 カ 月 児 健 診

1 歳 6 カ 月 児 健 診

　 　
2 歳 児 相 談

3 歳 児 健 診

市 民 健 康 相 談

医 科 診 療

歯 科 診 療

小 児 夜 間 診 療

母子健康手帳を受けていない妊婦
出産予定が22年12月の妊婦
出産予定が22年11月の妊婦
出産予定が22年10月の妊婦
出産予定が22年9月の妊婦と夫

育児、食生活、生活習慣病などに
ついての悩みや相談ごとのある方

休日に急に病気になった方

日曜日に歯が痛くなった方
小児のフッ素塗布希望の方

夜間に急に病気になった方

22年
22年
22年
20年
20年
20年
20年
20年
19年
19年

2月21日～
3月 1日～
3月11日～
12月 1日～
12月16日～
6月 1日～
6月16日～
6月21日～
6月 1日～
6月16日～

2月28日生まれ
3月10日生まれ
3月20日生まれ
12月15日生まれ
12月31日生まれ
6月15日生まれ
6月20日生まれ
6月30日生まれ
6月15日生まれ
6月30日生まれ

13 ・27
5
12
20
26
7
16
21
8
22
9
16
23
14
23

13：15～13：30
13：15～13：30
13：15～13：30
13：15～13：30
  9：15～  9：30

13：00～13：45

12：30～13：30

  9：15～  9：45

12：30～13：30

  9：00～11：00

  8：30～12：00

  8：30～11：30
13：00～14：30

  8：30～11：30

20：00～21：30

妊 娠 証 明 書

母 子 健 康 手 帳
問 診 票
バ ス タ オ ル

母 子 健 康 手 帳
問 診 票
母子健康手帳・問診票・子
ども用フォーク・お手ふ
き・歯ブラシ・コップ・お茶

母子健康手帳・問診票
尿・歯ブラシ・コップ

乳幼児の相談の方は
母 子 健 康 手 帳

市保健センター内
高山市休日
診療所
　35－3175

毎週月～金
（祝日を除く）
毎週木曜日
（祝日を除く）

４・11
18・19・25

市保健センター

各支所

久美愛厚生病院内
小児夜間初期救急診療室
　32-1115

２・９
16・23・30

４・11
18・25

健 康 保 険 証
医 療 受 給 者 証
（受給されている方）
フッ素塗布：1,050円
健 康 保 険 証
医 療 受 給 者 証

妊 婦 教 室  
妊 婦 教 室
妊 婦 教 室
妊 婦 教 室  

母 子 健 康 手 帳 交 付
第1回
第2回
第3回
第4回

7月 のこころの健康相談
地 域 相談日 時　間 場　所 内　容

・精神科医による無料
相談です
・予約が必要です

市保健センター

一之宮保健センター

問合先 飛驒保健所　　33-1111（内310）

健診日 健診会場

高山別院（鉄砲町）

上切町公民館（上切町）
市民文化会館（昭和町1）

ＪＡひだ本店（冬頭町）

８日（木）
９日（金）
12日（月）
16日（金）
20日（火）
21日（水）
29日（木）
30日（金）

高山地域
７月の特定健診会場（高山市国保）

健診日 健診会場

上宝保健センター
（上宝町本郷）

５日（月）
６日（火）
７日（水）

上宝地域

健診日 健診会場
折敷地集会所

（丹生川町折敷地）
旗鉾集会所

（丹生川町旗鉾）

15日（木）

16日（金）

丹生川地域

健診日 健診会場
渚体育館（久々野町渚）
久々野公民館

（久々野町久々野）

久々野支所
（久々野町無数河）

●２日（金）
13日（火）
14日（水）
26日（月）
27日（火）
28日（水）

久々野地域

○肺がん検診（胸部レントゲン検査）および健康診査
（40歳未満）も受けられます。
○受付時間は午前８時30分から午前10時30分まで
です。

　（注意：●がついている健診日の受付実施時間は午
前８時30分から午前９時30分です。）

○いずれの会場も駐車場が少ないのでご注意ください。
○被用者保険（高山市国保以外の健康保険）でも、上記
会場で健診を受けられる場合があります。

　ご加入の健康保険にお尋ねください。

７日（水）

28日（水）

高 山

一之宮

13：30
～15：00

　自死された方の親・配偶者・子ども・兄弟姉妹を対象に、自死により突
然亡くなった大切な人に対する悲しみや深い思いを安心して語り合え
る「わかち合いの集い」を開催します。
期日　７月25日（日）　　　　　　　時間　午後１時30分～４時
場所　県民ふれあい会館（岐阜市）　参加料　無料
今後の開催予定　9/26、11/28、1/16、3/27

自死遺族の集い「千の風の会」のご案内

１  夏季に起きる食中毒のほとんどは、細菌が原因です。
２  次の食品の取扱いには特に注意しましょう。

⑴弁当、おにぎり、サンドイッチなど
⑵海産魚介類（特に刺身など生食するもの）
⑶卵
⑷食肉やその加工品（ハムなど）
⑸サラダや卵焼きなどのそうざい類

３  食中毒予防三原則を守りましょう。
⑴清潔（手洗いの励行、まな板・フキン・食器などの消毒）
⑵迅速（調理した食品はできるだけ早く食べる）
⑶加熱または冷却（食品は十分に火を通すか、冷蔵庫に入れる）

家庭でできる食中毒予防

問合先 岐阜県精神保健福祉センター　　058-273-1111

母 子 健 康 手 帳

必要な方は水分補給の
ための飲み物
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ハガキ

　初心者の方を対象に、基礎から教
室を始めていきます。
期日　７月26日～８月23日までの

毎週月・金曜日（全８回）※雨
天延期あり

時間　午後８時～９時30分
場所　中山テニスコート（下林町）
参加資格　学生を除く市民
定員　18人（定員になり次第締切）
参加料　1,000円（保険料など）
持ち物　硬式用ラケット
申込方法　７月16日（金）までにビ
ッグアリーナ窓口、または

楽しむスポーツ教室「テニス初心者教室」
申　込　（財）高山市体育協会
問合先　　34-3333

　河川にすむ水生生物を採取し、調
べることで水質判定を行います。子
どもたちが身近な河川に親しみなが
ら、環境について考えるきっかけと
なります。
期日　７月27日（火）
時間　午前８時30分～正午
集合　市役所（花岡町２）
参加資格　市内の小学生（低学年は
できるだけ保護者同伴で）
定員　60人（超えた場合は抽選）
参加料　無料
申込方法　７月９日（金）までに住
所、氏名、電話番号、学校名、学年、保
護者名、保護者参加の有無を記入の
うえ、　・　・

カワゲラウオッチング
申　込　生活環境課
問合先　　35-3138　FAX35-3169

　平成22年10月入学生を募集して
います。あなたも放送大学で学んで
みませんか。
資格　15歳以上
期日　７月18日（日）
時間　午後１時30分～２時30分
場所　放送大学岐阜学習センター高
山分室（市民文化会館内　昭和町1
丁目188-1）
出願期間　８月31日（火）まで
※放送大学に関する資料を無料で差
し上げています（放送大学は入学料、
授業料必要）。放送大学岐阜学習セン
ター・

放送大学10月生説明会
問合先　放送大学岐阜学習センター
　　　　　058-273-9614　FAX058-273-9526

第19回全日本選抜ローラースキーみや大会
申　込　一之宮支所　地域振興課
問合先　　53-2211

○高齢者の自立をめざして
期日　７月７日（水）
○認知症高齢者への対応
期日　７月８日（木）
時間　午後１時～３時
場所　高山赤十字介護老人保健施設
はなさと（花里町２）
参加資格　どなたでも
定員　各20人（定員になり次第締切）
参加料　無料
申込方法　高山赤十字病院社会課へ
直接　、または福祉課にある申込
用紙で　・

赤十字講習会
申　込　高山赤十字病院
問合先　　32-1111　FAX34-4155

たかやま市民カレッジ
「高山市の美術作品に親しもう」
申　込　生涯学習課
問合先　　35-3155

　太閤山ランド（富山県射水市）へ親
子でバスハイキング。車内・プール遊
びで交流します。夏休みの一日を親
子で楽しく過ごしませんか。
期日　７月19日（月・祝）※雨天決行
集合時間　午前５時50分
集合場所　総合福祉センター（昭和

町２）
参加資格　市内のひとり親家庭等の親子
定員　40人
参加料　無料（入場料は各自負担）
申込方法　７月９日（金）までに

夏de親子deプールあそび
申　込　高山市社会福祉協議会
問合先　　35-0294

　森を樹木医とともに散策し、樹木医
の視点からわかりやすく解説しても
らい、樹木について理解を深めます。
期日　７月９日（金）
時間　午前９時～正午
場所　新穂高　鍋平高原（奥飛驒温

泉郷神坂）
定員　15人（超えた場合は抽選）
参加料　無料
申込方法　７月６日（火）までに　　
（水曜日を除く）

樹木医と歩く新穂高鍋平高原
申　込　飛驒・北アルプス自然文化センター
問合先　　0578-89-2618

リフォーム製品フェア

　不用品をリフォームし、不用品の
再利用を促進するとともに、ごみの
減量化を図ります。無料のサービス
品もあります。
期間　７月12日（月）～18日（日）
資格　高山市民であること。１人１

点まで
応募期間　７月12日（月）～17日（土）
　　　　　午前８時30分～午後４時
　　　　　７月18日（日）午前10時から正午
抽選　同一製品に応募者が多数ある

場合は７月18日（日）午後１
時から抽選を行い、当選され
た方にはご連絡します。

場所　資源リサイクルセンター（三
福寺町）

問合先　資源リサイクルセンター
　35-1244

　市が所有する美術品に親しんでい
ただけるように、高山市美術展覧会
運営委員が作品の特徴などを分かり
やすく説明します。（申込不要）
期日　７月23日（金）
時間　午後７時～９時
場所　市役所（花岡町２）
内容　日本画・工芸・書・写真の各分

野の作品を映像にて解説
参加料　無料

　参加者が全国から集まる大会で、
飛驒地域の選手も上位に入賞してい
ます。
期日　８月８日（日）（開会式７日（土））
時間　午前８時
場所　一之宮町内
参加資格　小中学生・高校生は保護
者の誓約書が必要　
参加料　成人・高校生2,500円　中
学生・小学生1,500円　
申込方法　７月20日（火）までに一
之宮支所へ申込
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ハローワーク高山マザーズコーナー／ご利用時間　平日8：30～17：15　 32-5433（マザーズ専用ダイヤル）
仕事と子育ての両立を希望する方の就職支援を行います



市役所の住所　〒506-8555 花岡町2-18
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　中高年者の就職環境の現状や就職
活動の実践について理解を深めるた
めのセミナーを開催します。
期日　８月３日（火）
時間　午前10時～午後４時
場所　市役所（花岡町２）
内容　①中高年の就職環境と自己理解
　　　②企業が中高年に求める人物像
　　　③就職活動の進め方
参加資格　概ね40歳以上の求職者
定員　30人
参加料　無料
申込方法　

中高年向け就活支援セミナー
申　込　岐阜県人材チャレンジセンター
問合先　　058-278-1149

　発明考案の出願、特許・商標登録な
どについて弁理士による無料相談会
です。
参加資格　どなたでも
期日　７月８日（木）
時間　午後１時～４時
場所　市役所（花岡町２）
定員　６人（定員になり次第終了）
申込方法

　新規学卒者、ＵＩＪターン希望者、一般求職者などを対象とした就職ガ
イダンスです。会場内では参加企業ごとにブースが設けてあり、参加者と
人事担当者とが直接面談できます。
対象　新規学卒者、ＵＩＪターン就

職希望者、一般求職者を対象
とした求人募集予定企業

期日　８月10日（火）
時間　午後１時30分～４時
場所　市民文化会館（昭和町１）
定員　50社程度

参加料　雇用促進協議会会員または
飛驒市内の事業所：無料

　　　　その他：10,000円
申込方法　７月９日（金）までに

無料発明相談会
問合先　商工課

　35-3144

2010夏  飛驒地域就職ガイダンス参加企業募集

申　込　商工課
問合先　　35-3144

対象　市内に在住か在勤で、概ね35歳以下の方
場所　勤労青少年ホーム（花里町１）
参加料　22年度傷害保険未納の方は文化系600円、体育系1,600円必要
申込方法　直接来館、　　・　　・　　（講座名・登録番号・氏名・住所・電話番号・年齢記載）
申込締切　７月10日（土）（陶芸講座７月８日（木））

　　　　　　　勤労青少年ホーム　　32-0394
申込・問合先　FAX35-2394
　　　　　　　MAIL：info@takayama-home.jp

火

水
木
金

ピラティス
エアロビ
実用書道
陶芸
ピラティス

20
20
15
20
20

―
―
―

300円～
―

19：30～20：30
19：30～20：30
19：30～21：00
19：00～21：00
19：30～20：30

27
28
28

15・22・29
30

-
1
1・8
-
3・10

3・10・17・24・31
4・11・18・25
4・11・18・25

5
6・20・27

6
6
7
4
6

講座名 定員 材料費 時間 ７月 ８月回数 ９月

午前10時～正午
午後７時～９時
午後７時～９時30分

対象　市内在住・在勤の方
場所　荒城農業体験交流館（国府町八日町）
申込方法　　　・

申　込　荒城農業体験交流館
問合先　　72-1066

グラスア－ト教室

そば打ち体験教室

７月15日（木）

７月21日（水）

1,000円

1,000円

時間体験教室名 期日 参加費 申込期限定員

荒城農業体験交流館体験教室

７月８日（木）

７月14日（水）

10人

15人

図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ 問合先　市図書館「煥章館」     32-3096※参加費無料、
　当日直接会場へ

　英語、中国語などの外国語の絵本を
展示します。また、ALTによる英語で
の読み聞かせや手遊びなどを行いま
す。どなたでも自由に参加できます。
期日　７月10日（土）～11日（日）
時間　午前９時30分～午後９時
（11日（日）は午後５時まで。読み聞
かせは両日とも午後３時から）
場所　市図書館「煥章館」（馬場町2）

◎図書館の７月特集コーナー：【児童】『夏休み、自由研究･工作大特集 !!』　【一般】『熱狂のアフリカ』

楽しい外国語の絵本展2010
「絵本ミュージアムへようこそ♪」 　今回はいつものおはなし会スペシ

ャルと少し趣向を変え、「こわ～い
話」と題して、怪談の朗読・ストーリ
ーテリング（語り）・紙芝居などをし
ます。主に小学生が対象ですが、市民
の方どなたでもご参加いただけま
す。いよいよ夏本番、ゾクッとするよ
うな怪談で暑さを吹き飛ばしてくだ
さい。
期日　７月17日（土）
時間　午後４時30分～５時30分
場所　市図書館「煥章館」（馬場町２）

第２回　ロシア国民音楽の誕生
　グリンカによって誕生したロシ
ア国民学派は、バラキレフなど“ロ
シア5人組”の作曲家たちによっ
て受け継がれます。グリンカの「ル
スランとリュドミーラ」、リムスキ
ー＝コルサコフの「シェラザード」
などの作品を聴きます。
講師　前田一郎さん
期日　７月19日（月・祝）
時間　午後７時30分～９時
場所　市図書館「煥章館」（馬場町２）

夏休み　おはなし会スペシャル CDコンサート
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　弁護士による法律相談や融資、保
障、税金、介護などの無料相談会を開
催します。
参加資格　どなたでも
期日　７月10日（土）
時間　午前９時～午後０時30分
場所　飛驒地区労働者福祉会館（名
田町５）
定員　弁護士による相談は７人。そ
の他はなし
参加料　無料
申込方法　弁護士による法律相談は
事前に　（受付は７月５日（月））

お
し
ら
せ

メール　　　 市ホームページ　　   ファックス 　　　電話　　　　　  ハガキ・往復ハガキ　　　郵送
で申し込む場合は、講座名・住所・氏名・電話番号を明記。

往復
ハガキ

往復
ハガキ

なんでも相談会
申　込　岐阜県労働者福祉協議会飛驒支部
問合先　　57-7211

　障がいがある方の「働きたいけどど
うしたらいいかわからない」「働きた
いけど自信がない」などに、市内の就
労支援事業者などが相談に応じます。
期日　７月20日（火）
時間　午後１時～３時30分
相談時間　１人30分程度
場所　市役所（花岡町２）
※予約の方を優先させていただきます。

障がい者就労相談
申　込　福祉課
問合先　　35-3139

●司法書士無料法律相談
司法書士会高山支部による法律相談所
期日　７月24日（土）
時間　午後１時～５時
場所　市民文化会館（昭和町１）
申込方法　事前に
申　込　岐阜県司法書士会事務局
問合先　　058-248-1715

申　込　岐阜県宅地建物取引業協会飛驒支部
問合先　　36-1396

若年無業者の就業を支援します。
｢出張セミナー・個別相談会

キャラバン隊｣開催
日時　７月24日（土） 
　　　午後１時～２時30分
場所　市役所
対象　15歳から概ね40歳未満の

ニート状態の若年者の保護
者など

参加料　無料
申込方法　事前に℡
問合先　岐阜県若者サポートステ

ーション
　　　　（　058-216-0125）

●不動産無料相談
宅建協会飛驒支部による相談所
期日　７月13日（火）
時間　午後１時～３時
場所　宅建協会飛驒支部事務所（総和町２）
申込方法　直接会場へ

●７月前半のケーブルテレビ番組（主なもの）●

※ケーブルテレビでは、このほかにもいろいろな番組を放送しています。ぜひご覧ください。

わがまち再発見

番　組　名 放　送　内　容

○月水金土　12：30～　20：30～
○日火木　　12：00～　19：30～

○月水金　7：30～  10：30～  14：30～  19：00～  22：00～
○日火木　8：30～  11：30～  20：30～  23：30～
○土　　　7：30～  10:30～  19：00～  22：00～

○月水金　8：30～  12：00～  20：00～  23：30～
○日火木　7：30～  10：30～  16：30～  22：00～
○土　　　8：30～  11：30～  20：00～  23：30～

ハイ！ 市役所です

飛驒高山情報局

応援します。あなたの住まいづくり
～住宅エコポイントを活用した新制度～
家族そろって出かけよう
～公設キャンプ場を紹介します～

飛驒の街道
　～平湯街道②～

高山市消防操法大会
グリーンマーケット
つくろう（my）おにぎり  ほか

●メーター器の上に物を置かないでください。検針にご協力をお願いします。

水道工事当番店〔７月〕問合先  上水道課 　35-3149 （各支所管内の宅内修繕は、施工した指定工事店で対応します）
高山地域

3（土）
4（日）
10（土）
11（日）
17（土）
18（日）
19（祝）
24（土）
25（日）
31（土）

㈱伊千呂
浜田設備工業㈲ 
高橋建設㈱ 
㈱神高高山営業所 
高山米穀協業組合 
㈱洞口設備工業
橋本工業㈱高山支店 
平和プロパン瓦斯㈱ 
㈲桜本配管工事店 
橋戸水道工業所

33-0222
34-1118
33-6800
33-0369
32-3104
32-1316
73-5464
34-2150
32-5555
32-3481

朝日・高根地域

3（土）
4（日）
10（土）
11（日）
17（土）
18（日）
19（祝）
24（土）
25（日）
31（土）

㈲大道石油

㈲朝日電気工事商会

55-3074

55-3061

国府地域 上宝・奥飛驒温泉郷地域

７
月
中 

土
日
祝

期日 指定工事事業者 電　話
3（土）
4（日）
10（土）
11（日）
17（土）
18（日）
19（祝）
24（土）
25（日）
31（土）

吉本設備㈲

㈲八賀設備 

国府設備 

㈲上西技研 

㈲下形設備

72-3323 

72-2939

72-3176 

72-2285

72-3009

期日 指定工事事業者 電　話
3（土）
4（日）
10（土）
11（日）
17（土）
18（日）
19（祝）
24（土）
25（日）
31（土）

㈲中本設備

㈲大下工業所

㈲大下設備工業

㈲中本設備

㈲大下工業所

0578-86-2606 

0578-86-2331 

0578-86-2413

0578-86-2606 

0578-86-2331

期日 指定工事事業者 電　話

期日 指定工事事業者 電　話
久々野地域

3（土）
4（日）
10（土）
11（日）
17（土）
18（日）
19（祝）
24（土）
25（日）
31（土）

㈲山本商会

㈲洞口住設

アクシス

52-3131

52-3284

52-0020

期日 指定工事事業者 電　話
その他支所地域

丹生川支所／㈲こがいと設備

一之宮支所／㈲岩西石油

清見支所／㈲橋詰設備
　　　　　㈲梅地土建
荘川支所／㈲奥美濃設備
　　　　　㈲橋詰設備

78-1552

53-2038

68-2109
68-2614
05769-2-2460
68-2109

期日 指定工事事業者 電　話
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お
し
ら
せ

おしらせ

3日（土）
5日（月）
10日（土）

11日（日）

14日（水）
18日（日）
20日（火）
24日（土）

27日（火）

28日（水）
31日（土）

飛驒の里開村記念（～４日）
リサイクル資源回収（北社教女性部）
夏の飛驒高山ライトアップ（～８月22日　宮川中橋周辺）
リサイクル資源回収（久々野社教）
第58回飛驒地区体育大会（ビッグアリーナほか）
夏の交通安全県民運動（～20日）
バケツ注水大会（高山消防署）
まちなかウォーク＆クイズラリー（市街地商店街各所）
市内小・中学校終業式
飛驒の里七夕飾り・川床飾り・短冊飾り（～８月８日　飛驒の里）

ちょけらまいか大仮装盆踊り大会（さんまち通り）
こどもマリン交流（～29日　神奈川県平塚市）
カワゲラウォッチング（宮川・苔川）
第53回飛驒高山花火大会（宮川河畔）
栃尾温泉やまびこ花火大会（奥飛驒温泉郷）

《今後の予定》
飛驒高山YANSA21フェスティバル2010（８月８日）
第27回飛驒高山手筒花火打ち上げ（８月９日）
高山市長選挙投票日（８月29日）

※高山地域の結婚相談は、毎週火曜日の第1・3・5週は午後0時30分～3時30分、第2・4週は午後5時30分～8時30分

各種相談窓口をご利用ください （７月）

高　山
丹生川
清　見
荘　川
一之宮
久々野
朝　日
高　根
国　府
上　 宝
奥飛驒温泉郷

地域　　　　　　  行政相談　　　　　　　　　 心配ごと・結婚相談　　　　　　　　   人権相談
毎週水・金曜日／午後1時～4時／総合福祉センター※結婚相談日は別日 

７月のこよみ

問合先　秘書国際課　　35-3130

○市民と市長の面談日

７月23日（金）
○市長室FAX 32-7000

午後１時30分～
　　　３時30分

※なるべく事前に
　予約ください

10日（土）／午前９時～正午／きよみ館（清見支所）

　仕事の都合などにより、市県民税・
固定資産税・軽自動車税の平日納付
が困難な方を対象に休日納付窓口を
開設します。
　当日は納付に対する相談もお受け
しますので、この機会をぜひご利用
ください。
期日　７月４日（日）
時間　午前９時～午後４時
場所　市役所２階税務課（花岡町２）

市税の休日納付窓口
申　込　税務課
問合先　　35-3504

多重債務面接相談会
申　込　岐阜県環境生活政策課
問合先　　058-272-8204

　高山市美しい景観と潤いのあるま
ちづくり条例に基づき、大規模開発事
業の構想届出書の縦覧を７月15日
（木）まで行います。
　この開発事業の構想について７月
22日（木）まで意見を提出することが
できます。
開発事業者　久々野町引下626番地
　株式会社森下建設
　代表取締役　森下良雄
事業名　株式会社森下建設資材ヤー
ド造成工事
内容　資材ヤードの造成
場所　久々野町久々野2645番１　外
10筆
面積　7,382.65㎡
縦覧場所　都市整備課、久々野支所
基盤産業課

大規模開発構想の縦覧
申　込　都市整備課
問合先　　35-3159

　多重債務者を救済するため無料相
談会を開催します。多重債務の悩み
について、面接で相談に応じます。
（面接のみで30分予約制。専門的な
知識を持つ弁護士、県消費生活相談
員が対応します）
期日　７月21日（水）
時間　午後１時～４時
場所　飛驒総合庁舎（上岡本町７）
定員　６人（先着順）
相談費用　無料
申込方法　事前に

市役所の住所　〒506-8555 花岡町2-18
ホームページアドレス http://www.city.takayama.lg.jp/

21日（水）／午後６時30分～９時30分／久々野支所

16日（金）／午後1時～4時／丹生川支所

23日（金）／午前9時～正午／荘川総合センター

７日（水）／午後１時～４時／旧教育会館

13日（火）／午前10時～午後３時／荘川福祉センター

７日（水）／午前10時～午後３時／高根支所

７日（水）／午後１時～４時／旧教育会館

21日（水）／午後6時～9時／丹生川福祉センター

 

14日（水）／午後1時～4時／荘川福祉センター 

１日（木）／午後6時～9時／飛驒位山文化交流館 

 

21日（水）／午後6時30分～9時30分／国府支所

14日（水）／午後1時～4時／上宝支所

21日（水）／午後６時～９時／朝日支所

12日（月）／午前９時～正午／高根福祉センター
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ヒッツＦＭで「声の広報たかやま」を放送しています。１日と15日の午前６時～７時・午後10時～11時



印刷／株式会社 美野電子印刷

◎市民活動の相談日　毎週木曜日　午後２時～４時　ぷらっとルーム（きりう福祉センター内）

高山市では地域の特性を生かした農業生産が盛
んです。広報たかやまでは、私たちの暮らしの重
要な役割を担っている農業について、特色ある
農作物の生産や特徴的な取組みなどをシリーズ
でご紹介していきます。

agriculture－高山の農業

す魅
では地域の特

力を耕

もう手続きはお済みですか？
高山防災ラジオ
●申込みは最寄りの電機商業組合
加盟店で取り扱っています。

●利用料は月額300円（平成25年
３月まで100円を市が助成)です。
●問合先　企画課（　35-3134）

ヤギ・イノシシなどを
飼育している方はご一報を
　家畜伝染病の口蹄疫は牛や豚だけでなく、
ひづめが２つに割れている動物（偶蹄類）に感
染の可能性があります。市では防疫体制を整
備するため、畜産農家以外の飼育情報を収集
しています。イノシシ、ミニブタ、羊、ヤギ、鹿な
どをペットとして飼育されている方、飼育され
ている方をご存じの方はご連絡ください。
●連絡先　畜産課（　35－3142）

風雨がひどくても屋内なら放送内容がはっきりと伝わります。

ぐうているい
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あ
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は
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す
。
ま
た
パ
プ
リ
カ
も
彩
り
の
美
し

さ
や
認
知
度
の
高
ま
り
か
ら
近
年
需

要
が
伸
び
て
い
る
も
の
の
、
国
内
産

は
わ
ず
か
で
近
県
の
産
地
が
な
い
た

め
、
今
後
の
需
要
拡
大
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

今
後
は
、
生
産
面
積
を
増
や
し
な

が
ら
研
究
を
す
す
め
、
魅
力
あ
る
特

産
品
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指

し
、
将
来
的
に
は
農
地
の
有
効
活
用

や
新
規
就
農
の
受
け
皿
へ
と
期
待
が

膨
ら
み
ま
す
。

ニ
ン
ニ
ク
、
パ
プ
リ
カ
の
生
産

新
し
い
特
産
品
開
発
へ
の
取
組
み

ドライブでちょっと一息
国道471号を上宝町から奥飛驒温泉郷へ向

かう途中に「杖
つえ

石
いし

農林産物直売所」があります。
直売所では、上宝町内の組合員農家のみなさん
が育てた奥飛驒の夏野菜やリンゴ、山菜などを
出品しています。上宝・奥飛驒温泉郷へのドラ
イブの際にはぜひお立ち寄りください。
●問合先　杖石農林産物直売所利用組合
0578-86-2001（ＪＡひだ本郷支店内）

パプリカの芽かき作業

ニンニクの出荷調整作業
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②
上
宝
・

奥
飛
驒
温
泉
郷
地
域


